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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　乾性油としてのキリ油又はアマニ油を含有する酸化重合インキを塗布した紙面の印刷面

を酸素濃度３０％以上の雰囲気下で、波長２５４ｎｍを主波長とする紫外線を照射して前

記キリ油又はアマニ油のエレオステアリン酸エステル構造を共鳴させて、紫外線照射によ

る増感作用によって酸素雰囲気中で酸素と付加して過酸化物を生じ、分解して酸化重合の

乾燥を行うことを特徴とする酸化重合インキの乾燥方法。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、空気中の酸素を吸収して酸化重合反応によって乾燥する酸化重合インキの乾

燥装置及び乾燥方法に関する。

【背景技術】

【０００２】

　空気中の酸素を吸収して酸化重合反応によって乾燥する酸化重合インキを用いた印刷が

ある。この酸化重合インキの主な乾燥方法は、自然乾燥、熱風乾燥、赤外線加熱乾燥、オ

ゾン乾燥、電子線照射乾燥などがある。このうち自然乾燥は、乾燥時間が長く工業的利用

には不向きであるため、熱風乾燥、赤外線加熱乾燥、オゾン乾燥、電子線照射乾燥のいず

れか１つ又はこれらを組み合わせた方法が主流となっている。特許文献１に開示の酸化重

合インキの乾燥方法は、酸素濃度５０００ｐｐｍ以上３０％以下の雰囲気中で電子線を照
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射 し て 乾 燥 さ せ て い る 。

　 し か し な が ら 、 オ ゾ ン 乾 燥 は 乾 燥 時 間 の 短 縮 化 が 図 れ る が 、 有 害 な オ ゾ ン を 発 生 さ せ る

都 合 上 、 こ の 排 気 設 備 が 必 須 と な る 。 ま た 電 子 線 照 射 手 段 は 取 り 扱 う 資 格 者 が 欠 か せ ず 、

か つ 初 期 導 入 費 用 が コ ス ト 高 と な る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ５ ８ ０ ８ ０ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 キ リ 油 又 は ア マ ニ 油

を 含 有 す る 酸 化 重 合 イ ン キ を 短 時 間 か つ 低 コ ス ト で 乾 燥 可 能 な 酸 化 重 合 イ ン キ の 乾 燥 装 置

及 び 乾 燥 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 手 段 と し て 、 乾 性 油 と し て の キ リ 油 又 は ア

マ ニ 油 を 含 有 す る 酸 化 重 合 イ ン キ を 塗 布 し た 印 刷 物 の 印 刷 面 と 対 向 す る ケ ー シ ン グ と 、

　 前 記 ケ ー シ ン グ 内 に 取 り 付 け て 前 記 印 刷 面 に 向 け て 紫 外 線 を 照 射 す る 紫 外 線 照 射 手 段 と

、 前 記 ケ ー シ ン グ 内 を 酸 素 雰 囲 気 に す る 酸 素 供 給 手 段 と 、 を 備 え 、

　 前 記 紫 外 線 照 射 手 段 は 、 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 を 照 射 し て 前 記 キ リ 油 又

は ア マ ニ 油 の エ レ オ ス テ ア リ ン 酸 エ ス テ ル 構 造 を 共 鳴 さ せ て 、 紫 外 線 照 射 に よ る 増 感 作 用

に よ っ て 酸 素 雰 囲 気 中 で 酸 素 と 付 加 し て 過 酸 化 物 を 生 じ 、 分 解 し て 酸 化 重 合 の 乾 燥 を 行 う

こ と を 特 徴 と す る 酸 化 重 合 イ ン キ の 乾 燥 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 １ の 手 段 に よ れ ば 、 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 に よ り キ リ 油 又 は ア マ

ニ 油 の 乾 燥 が 促 進 し て 酸 化 重 合 イ ン キ を 短 時 間 で 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。 ま た オ ゾ ン が

発 生 す る こ と が な く 排 気 設 備 が 必 要 な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ２ の 手 段 と し て 、 第 １ の 手 段 に お い て 、 前 記 酸

素 供 給 手 段 は 、 酸 素 濃 度 が ３ ０ ％ 以 上 の 酸 素 雰 囲 気 に す る こ と を 特 徴 と す る 酸 化 重 合 イ ン

キ の 乾 燥 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 ２ の 手 段 に よ れ ば 、 酸 化 重 合 に 必 要 な 酸 素 量 を 供 給 で き 、 速 や か な 乾 燥 が 実 現 で

き る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ３ の 手 段 と し て 、 第 １ 又 は 第 ２ の 手 段 に お い て

、 前 記 紫 外 線 照 射 手 段 は 、 ア マ ル ガ ム ラ ン プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 酸 化 重 合 イ ン キ の 乾

燥 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 ３ の 手 段 に よ れ ば 、 オ ゾ ン を 用 い る こ と な く 乾 燥 で き る 。 ま た オ ゾ ン の 発 生 が な

く 作 業 環 境 が 良 く 、 設 備 コ ス ト の 低 廉 化 が 図 れ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ４ の 手 段 と し て 、 乾 性 油 と し て の キ リ 油 又 は ア

マ ニ 油 を 含 有 す る 酸 化 重 合 イ ン キ を 塗 布 し た 紙 面 の 印 刷 面 を 酸 素 濃 度 ３ ０ ％ 以 上 の 雰 囲 気

下 で 、 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 を 照 射 し て 前 記 キ リ 油 又 は ア マ ニ 油 の エ レ オ

ス テ ア リ ン 酸 エ ス テ ル 構 造 を 共 鳴 さ せ て 、 紫 外 線 照 射 に よ る 増 感 作 用 に よ っ て 酸 素 雰 囲 気

中 で 酸 素 と 付 加 し て 過 酸 化 物 を 生 じ 、 分 解 し て 酸 化 重 合 の 乾 燥 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 酸

化 重 合 イ ン キ の 乾 燥 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 ４ の 手 段 に よ れ ば 、 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 に よ り キ リ 油 又 は ア マ

ニ 油 の 乾 燥 が 促 進 し て 酸 化 重 合 イ ン キ を 短 時 間 で 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。 ま た オ ゾ ン が

発 生 す る こ と が な く 排 気 設 備 が 必 要 な い 。

【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 に よ り キ リ 油 又 は ア マ ニ 油 の 乾

燥 が 促 進 し て 酸 化 重 合 イ ン キ を 短 時 間 で 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 酸 化 重 合 イ ン キ の 乾 燥 装 置 の 説 明 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 酸 化 重 合 イ ン キ の 乾 燥 装 置 及 び 乾 燥 方 法 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な

が ら 、 以 下 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

［ 酸 化 重 合 イ ン キ の 乾 燥 装 置 １ ０ ］

　 図 １ は 本 発 明 の 酸 化 重 合 イ ン キ の 乾 燥 装 置 の 説 明 図 で あ る 。 本 発 明 の 酸 化 重 合 イ ン キ の

乾 燥 装 置 １ ０ は 、 キ リ 油 又 は ア マ ニ 油 を 含 有 す る 酸 化 重 合 イ ン キ を 塗 布 し た 紙 面 の 印 刷 面

と 対 向 す る ケ ー シ ン グ ２ ０ と 、 前 記 ケ ー シ ン グ ２ ０ 内 に 取 り 付 け て 前 記 印 刷 面 に 向 け て 紫

外 線 を 照 射 す る 紫 外 線 照 射 手 段 ３ ０ と 、 前 記 ケ ー シ ン グ ２ ０ 内 を 酸 素 雰 囲 気 に す る 酸 素 供

給 手 段 ４ ０ と 、 を 備 え て い る 。

　 本 実 施 形 態 の 酸 化 重 合 イ ン キ は 、 組 成 物 に 顔 料 と 、 樹 脂 、 乾 性 油 、 石 油 系 溶 剤 か ら な る

ビ ヒ ク ル と 、 被 膜 強 化 剤 、 乾 燥 促 進 剤 、 裏 移 り 防 止 剤 の い ず れ か １ つ 以 上 か ら な る 補 助 剤

を 有 し て い る 。 こ の う ち 乾 性 油 は 不 飽 和 脂 肪 酸 の 混 合 グ リ セ ラ イ ド か ら な り 、 不 飽 和 二 重

結 合 が 酸 化 重 合 反 応 に 寄 与 し て い る 。 不 飽 和 度 の 高 い 、 換 言 す る と ヨ ウ 素 価 が 高 い 油 は 乾

燥 が 速 い こ と が 知 ら れ て お り 、 本 発 明 で は ヨ ウ 素 価 の 高 い キ リ 油 （ ヨ ウ 素 価 １ ４ ５ ～ １ ７

６ ） 又 は ア マ ニ 油 （ ヨ ウ 素 価 １ ６ ８ ～ １ ９ ０ ） を 含 有 す る 酸 化 重 合 イ ン キ を 乾 燥 対 象 と し

て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ケ ー シ ン グ ２ ０ は 、 搬 送 手 段 １ ２ で 搬 送 さ れ る 酸 化 重 合 イ ン キ を 印 刷 し た 印 刷 物 １ ４ の

印 刷 面 と 対 向 す る 箇 所 に 取 り 付 け て い る 。 ケ ー シ ン グ ２ ０ は 、 印 刷 物 １ ４ の 幅 長 さ よ り も

長 く 、 換 言 す る と 幅 方 向 を 跨 る 箱 状 に 形 成 し て い る 。 ケ ー シ ン グ ２ ０ の 内 部 に は 、 紫 外 線

照 射 手 段 ３ ０ と 、 酸 素 供 給 手 段 ４ ０ を 取 り 付 け て い る 。 ま た ケ ー シ ン グ ２ ０ は 、 所 定 濃 度

の 酸 素 雰 囲 気 と な る 内 部 空 間 を 有 し て い る 。

　 紫 外 線 照 射 手 段 ３ ０ は 、 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 を 照 射 可 能 と し 、 本 実 施

形 態 で は ア マ ル ガ ム ラ ン プ を 適 用 し て い る 。 ア マ ル ガ ム ラ ン プ は 、 円 筒 形 状 の 石 英 管 の 内

部 に 不 活 性 ガ ス と ア マ ル ガ ム 合 金 を 封 入 し た 低 圧 ラ ン プ で あ る 。 石 英 管 は 軸 方 向 の 両 端 に

一 対 の 電 極 を 備 え 、 内 部 に 後 述 す る ア マ ル ガ ム 合 金 及 び 不 活 性 ガ ス の 混 合 ガ ス を 低 圧 力 で

封 入 し て い る 。

　 ア マ ル ガ ム 合 金 は 、 水 銀 と 金 属 の 合 金 で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 一 例 と し て イ ン ジ ウ ム と

水 銀 の 合 金 を 用 い て い る 。 こ の よ う な ア マ ル ガ ム 合 金 は 、 石 英 管 の 端 部 か ら 中 心 に 向 け て

所 定 長 さ の 内 壁 に ２ か 所 溶 着 し て い る 。 な お 、 ア マ ル ガ ム 合 金 を 構 成 す る 水 銀 を 組 み 合 わ

せ る 金 属 は 、 イ ン ジ ウ ム の ほ か に も 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ の 紫 外 線 を 照 射 可 能 で あ れ ば 、 種 々 の

金 属 を 用 い る こ と が で き る 。

　 不 活 性 ガ ス は 、 複 数 の 不 活 性 ガ ス を 混 合 し た も の で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 、 一 例 と し て

ア ル ゴ ン と ネ オ ン の 混 合 ガ ス を 用 い て い る 。 な お 、 ア ル ゴ ン ガ ス と ネ オ ン ガ ス の 混 合 比 は

種 々 の 割 合 に 設 計 変 更 で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の よ う な 構 成 の ア マ ル ガ ム ラ ン プ は 、 一 対 の 電 極 間 に 電 圧 を 印 加 す る と 、 不 活 性 ガ ス

を 放 電 加 熱 し て 、 ア マ ル ガ ム 合 金 を 溶 融 し 、 放 電 電 子 が ア マ ル ガ ム 合 金 を 励 起 し て 、 低 圧

水 銀 ラ ン プ と 同 様 に 、 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 を 発 光 し 、 波 長 ３ ６ ５ ｎ ｍ の

紫 外 線 を わ ず か な が ら 発 光 す る 。 ア マ ル ガ ム ラ ン プ は 、 低 圧 水 銀 ラ ン プ と 比 べ て 、 長 時 間

照 射 に よ り 加 熱 さ れ て も 、 紫 外 線 の 発 光 強 度 が 低 下 し て 不 安 定 に な る な ど の 影 響 が な く 、

安 定 し た 紫 外 線 照 射 を 行 う こ と が で き る 。 な お か つ 紫 外 線 照 射 中 の 管 面 温 度 が １ ５ ０ 度 と
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、 低 圧 水 銀 ラ ン プ に 比 べ て 低 温 度 を 維 持 で き 、 排 熱 手 段 を 用 い る 必 要 が な い 。 こ の と き 印

刷 面 の 温 度 は 約 ４ ０ 度 と な る 。 印 刷 物 が フ ィ ル ム 等 の 場 合 で あ っ て も 、 変 形 、 劣 化 の お そ

れ が な い 。 ま た ア マ ル ガ ム ラ ン プ は オ ゾ ン を 発 生 す る こ と が な く 、 管 面 温 度 も 低 温 の た め

に ケ ー シ ン グ ２ ０ に 排 気 設 備 を 設 け る 必 要 が な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 酸 素 供 給 手 段 ４ ０ は 、 酸 素 ボ ン ベ と 供 給 管 と 供 給 ノ ズ ル か ら な り 、 供 給 ノ ズ ル は 搬 送 手

段 １ ２ の 幅 方 向 に 亘 っ て 配 置 し 、 か つ 搬 送 方 向 に 沿 っ て 紫 外 線 照 射 手 段 ３ ０ と 交 互 に 配 置

し て い る 。 本 実 施 形 態 の 酸 素 供 給 手 段 ４ ０ は 、 ケ ー シ ン グ ２ ０ 内 の 酸 素 濃 度 が ３ ０ ％ 以 上

と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 の 酸 素 供 給 手 段 ４ ０ は 、 ケ ー シ ン グ ２ ０ が 内 部

空 間 を 有 す る 箱 状 に 形 成 さ れ て 排 気 設 備 を 設 け て い な い た め 、 酸 素 の 供 給 量 を 大 幅 に 低 減

で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

［ 酸 化 重 合 イ ン キ の 乾 燥 方 法 ］

　 上 記 構 成 に よ る 本 発 明 の 酸 化 重 合 イ ン キ の 乾 燥 方 法 に つ い て 、 以 下 説 明 す る 。

　 キ リ 油 又 は ア マ ニ 油 を 含 有 す る 酸 化 重 合 イ ン キ を 印 刷 （ 塗 布 ） し た 印 刷 物 １ ４ が 搬 送 手

段 １ ２ に よ っ て 、 ケ ー シ ン グ ２ ０ 内 に 搬 送 さ れ る と 、 ケ ー シ ン グ ２ ０ 内 で の 酸 素 濃 度 ３ ０

％ 以 上 の 雰 囲 気 下 、 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 が 照 射 さ れ る 。

　 こ の と き 酸 化 重 合 イ ン キ に 含 ま れ る キ リ 油 又 は ア マ ニ 油 は 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ を 主 波 長 と す

る 紫 外 線 が 照 射 さ れ る こ と に よ っ て 、 キ リ 油 又 は ア マ ニ 油 の エ レ オ ス テ ア リ ン 酸 エ ス テ ル

構 造 が 共 鳴 し て 、 紫 外 線 照 射 に よ る 増 感 作 用 に よ っ て 酸 素 雰 囲 気 中 で 酸 素 と 付 加 し て 過 酸

化 物 を 生 じ る 。 次 に 分 解 し て 酸 化 重 合 の 乾 燥 が 行 わ れ る 。

　 本 実 施 形 態 の 乾 燥 方 法 に よ れ ば 、 波 長 ２ ５ ４ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 照 射 と 、 酸 素 濃

度 ３ ０ ％ 以 上 の 雰 囲 気 下 で 用 紙 に 印 刷 さ れ た イ ン キ の 乾 燥 は 、 わ す か 数 秒 で 完 全 乾 燥 し た

。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 本 発 明 は 、 上 記 実

施 形 態 に 何 ら 制 限 さ れ る こ と な く 、 本 発 明 の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 種 々 の 変 更

が 可 能 で あ る 。

　 ま た 、 本 発 明 は 、 実 施 形 態 に お い て 示 さ れ た 組 み 合 わ せ に 限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の

組 み 合 わ せ に よ っ て 実 施 可 能 で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の 酸 化 重 合 イ ン キ の 乾 燥 装 置 及 び 乾 燥 方 法 は 、 特 に 酸 化 重 合 イ ン キ で 印 刷 さ れ た

紙 、 フ ィ ル ム 等 の 容 器 、 包 装 製 造 分 野 お い て 産 業 上 の 利 用 可 能 性 を 有 す る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ９ 】

１ ０ 　 酸 化 重 合 イ ン キ の 乾 燥 装 置

１ ２ 　 搬 送 手 段

１ ４ 　 印 刷 物

２ ０ 　 ケ ー シ ン グ

３ ０ 　 紫 外 線 照 射 手 段

４ ０ 　 酸 素 供 給 手 段
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